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おいしいお
米にな～れ



国
民
欺
く
ウ
ソ
と
隠
ぺ
い

　

昨
年
12
月
30
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（

環
太

平
洋
連
携
協
定）

11
が
発
効
し
、
２

月
1
日
に
は
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（

経
済
連

携
協
定）

が
発
効
し
ま
し
た
。
そ
し

て
5
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
、
「
7
月
の
選
挙
後
ま

で
は
待
つ
」
「
8
月
に
す
ば
ら
し
い

内
容
が
発
表
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
発

言
し
、
さ
ら
に
「
米
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

縛
ら
れ
な
い
」
と
も
発
言
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発
言
は
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
超
え
る
す
ば
ら
し
い
成

果
を
す
で
に
合
意
し
た
が
、
安
倍
政

権
に
不
利
に
な
る
の
で
参
議
院
選
挙

が
終
わ
る
ま
で
待
つ
こ
と
に
し
た
」

と
公
言
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
方
安
倍
首
相
は
、
「
早
期
合
意
を

目
指
す
こ
と
で
合
意
し
た
」
と
い
う

ば
か
り
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発

言
を
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
安
倍
政
権
は
あ
く
ま
で
Ｔ

Ａ
Ｇ
・
物
品
貿
易
協
定
と
強
弁
し
て

い
ま
す
が
、
米
国
通
商
代
表
部
が
22

分
野
を
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
包
括

的
自
由
貿
易
協
定
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る

事
は
明
ら
か
で
す
。
そ
も
そ
も
双
方

で
呼
称
が
異
な
る
交
渉
は
聞
い
た
こ

と
が
な
く
、
言
葉
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

や
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
日
米
2
国

間
交
渉
を
行
っ
た
事
実
は
消
せ
な
い

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
以
上
と
考
え
れ
ば
関

税
撤
廃
の
み
な
ら
ず
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
月

齢
制
限
撤
廃
に
続
き
防
カ
ビ
剤
表
示

の
撤
廃
、
遺
伝
子
組
み
換
え
表
示
を

無
く
す
な
ど
、
食
の
安
全
も
無
視
す

る
協
定
と
な
る
の
は
火
を
見
る
よ
り

も
明
ら
か
で
す
。

米
国
産
牛
肉
の
危
険
性

　

厚
生
労
働
省
は
5
月
17
日
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
発
生
を
受
け
て
規
制
し
て
い
た

米
国
産
牛
肉
の
輸
入
に
つ
い
て
、
月

齢
制
限
を
す
べ
て
撤
廃
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
と
併
せ
て
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
で

使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
る
成
長
ホ
ル

モ
ン
剤
の
使
用
も
懸
念
さ
れ
て
き
ま

す
。

　

東
京
大
学
の
鈴
木
宣
弘
教
授
は
、

「
厚
生
労
働
省
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
は
世
界

的
に
も
発
生
件
数
が
減
少
し
て
お
り
、

特
に
若
齢
牛
の
発
生
は
少
な
い
と
言

う
。
し
か
し
、
24
ヶ
月
齢
の
牛
の
発

症
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

米
国
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
率
は
1
％
程
度

で
、
発
症
し
て
い
て
も
検
査
か
ら
漏

れ
て
い
る
牛
が
相
当
い
る
と
疑
わ
れ

る
。
ま
た
、
米
国
の
食
肉
工
場
に
お

け
る
危
険
部
位
の
除
去
が
不
十
分
な

た
め
、
危
険
部
位
が
付
着
し
て
い
る

輸
入
牛
肉
が
頻
繁
に
見
つ
か
っ
て
い

る
事
実
か
ら
も
20
ヶ
月
齢
以
下
は
国

民
の
命
を
守
る
最
低
ラ
イ
ン
だ
っ

た
。
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は
ホ
ル
モ
ン
剤

を
禁
止
し
て
い
る
た
め
米
国
産
牛
肉

の
輸
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
Ｅ
Ｕ
が
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
を

禁
止
し
て
か
ら
17
年
で
、
多
い
国
で

は
乳
が
ん
の
死
亡
率
が
45
％
減
っ
た

と
い
う
デ
ー
タ
が
学
会
誌
に
出
て
い

る
し
、
ラ
ク
ト
パ
ミ
ン
と
い
う
牛
や

豚
の
餌
に
混
ぜ
る
成
長
促
進
剤
は
人

間
に
中
毒
症
状
も
起
こ
す
と
し
て
、

Ｅ
Ｕ
だ
け
で
な
く
中
国
や
ロ
シ
ア
で

も
国
内
で
の
使
用
と
輸
入
が
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
も
国

内
使
用
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
輸
入
は
素
通
り
と
な
っ

て
い
て
、
全
く
徹
底
で
き
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
」
と
同
教
授
は
警
笛

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

食
の
安
さ
に
は
理
由
が
あ
る

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
そ
し

て
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
自
由
貿
易
協
定
が

締
結
さ
れ
れ
ば
「
安
い
農
畜
産
物
が

入
っ
て
く
る
か
ら
助
か
る
」
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
安
い
と

言
っ
て
そ
れ
ば
か
り
食
べ
て
い
る
と

病
気
の
発
症
を
促
し
、
最
終
的
に
は

高
く
つ
く
と
い
う
事
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

毎
日
の
食
事
は
、
口
か
ら
直
接
体

内
に
取
り
入
れ
、
命
を
繋
い
で
い
く

行
為
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
安
心
・
安

全
な
食
べ
物
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
そ
の
食
料
の
生
産
者
を
買

い
支
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
命
を
守
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

食
に
安
さ
を
追
求
す
る
事
は
命
を

削
り
、
自
給
率
を
低
下
さ
せ
、
子
や

孫
が
日
本
の
食
料
を
食
べ
る
事
が
出

来
な
い
、
食
べ
物
を
外
国
に
頼
る
し

か
な
い
時
代
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
を
作
る
事
に
な
り
ま
す
。

農
家
組
合
員
を
柱
に農

協
が
役
割
発
揮

　

そ
の
よ
う
な
中
、
規
制
改
革
推
進

会
議
は
、
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間

の
「
終
了
」
を
答
申
に
明
記
、
こ
れ

ま
で
5
年
間
頑
張
っ
て
き
た
農
協
の

自
己
改
革
を
一
定
評
価
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
後
継
組
織
に
委
ね
る
構
え
で
、

こ
れ
か
ら
も
油
断
で
き
な
い
状
態
で

区
切
り
を
つ
け
た
形
で
す
。

　

や
は
り
准
組
合
員
規
制
を
奥
の
手

に
、
農
業
者
の
所
得
増
大
や
信
用
事

業
問
題
な
ど
引
き
続
き
農
協
に
圧
力

を
掛
け
続
け
る
の
は
必
至
で
、
農
家

組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
組
合

員
に
寄
り
添
っ
た
農
協
運
営
を
進
め

る
事
が
農
協
と
し
て
の
存
在
意
義
だ

と
思
い
ま
す
。

　

農
協
不
要
論
が
あ
る
中
で
、
日
本

農
業
、
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
農

協
は
必
要
な
ん
だ
と
い
う
事
を
自
ら

も
発
信
す
る
と
と
も
に
、
や
は
り
組

合
員
に
そ
う
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
下
郷
農
協
は
引
き
続
き
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

脅
か
さ
れ
る
食
の
安
全

農
協
は
食
と
地
域
農
業
守
る
砦

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

②



③

当
番
医
の
お
知
ら
せ

7
月
21
日
㈰
９
時
〜
17
時
、
下
郷
診
療
所
は
日
曜
当
番
医
で
す
。

℡
５
６
–
２
６
３
１

デ
イ
ケ
ア
元
気
村　
　

℡  　
５
６
–
２
３
８
５

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
、
お
楽
し
み
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
バ
ラ
の
壁
画
を
作

り
ま
し
た
。

　

赤
・
ピ
ン
ク
・
黄
色
の
色
画
用
紙

を
丸
や
四
角
に
切
り
、
重
な
り
合
わ

な
い
よ
う
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
手
先
を
器
用

に
使
い
、
「
む
ず
か
し
い
」
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
き
れ
い
に
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

出
来
上
が
る
と
室
内
が
と
て
も
明

る
く
な
り
、
飾
る
こ
と
で
季
節
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

一
部
、
診
療
所
に
も
飾
っ
て
い
ま
す
。

受
診
さ
れ
た
際
よ
か
っ
た
ら
見
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
暑
く
な
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
て
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

         

　
　
　
ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
作
り

　
　
　
女
性
部
が
ゴ
キ
ブ
リ
対
策
!!

         
　

下
郷
農
協
女
性
部
は
、
６
月
15
日
、

共
同
購
入
の
仕
分
け
後
に
ホ
ウ
酸
ダ

ン
ゴ
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

ホ
ウ
酸
ダ
ン
ゴ
の
材
料
は
、
米
ぬ

か
と
ホ
ウ
酸
、
グ
リ
セ
リ
ン
を
使
用

し
ま
す
が
、
今
回
は
部
員
の
方
か
ら

い
た
だ
い
た
、
玉
ね
ぎ
も
す
り
お
ろ

し
て
一
緒
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で

ゴ
キ
ブ
リ
も
増
々
喜
ん
で
食
べ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

材
料
を
全
部
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、

水
を
足
し
な
が
ら
こ

ね
て
、
耳
た
ぶ
位
の

柔
ら
か
さ
に
な
っ
た

ら
完
成
で
す
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
に
詰
め
て
、
台
所

な
ど
ゴ
キ
ブ
リ
が
出

そ
う
な
所
に
お
き
ま

す
。
参
加
で
き
な
か

っ
た
部
員
さ
ん
に
も

ホ
ウ
酸
ダ
ン
ゴ
を
配

り
ま
し
た
。
こ
の
時

期
の
恒
例
行
事
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

<<女性部に入部しませんか？>>
下郷農協女性部特典として
＊毎月第三土曜日の10時から共同購入の取り組み
⇒農協商品を少し割安で購入できます。毎月注文
を取りまとめて個人ごとに仕分けします。

＊毎週水曜日はポイント２倍
⇒ふれあいの店でのお買い物に限り、ご本人様が
現金にてお支払の場合のみに限ります。（食料
品・日用品）

＊研修旅行
⇒昨年は、防災センターへ行きました。「まず身
を守り・避難すること」の大切さを学びました。

その他にも、楽しくためになる活動を通年してい
ます。
お問い合わせ：指導販売部（女性部事務局）

56-2630
ワイワイ楽しくだんごを作る部員

　
　
　

　
　
　

玉ねぎ
入り



④④

泥の感触に大はしゃぎ!!
健康米生産組合が田植え交流会

　６月８日、健康米生産組合（鷹崎満行組合長）は、北九州市門司区の「学童クラブすだ
ち」の児童と、同市八幡西区の認定こども園ちいさいおうち共同保育園の園児とその保護者、
農協産直会員ら約100人を産地へ招き田植え交流会を開きました。
　この稲作交流会は食育の一環として、６月の田植え・７月の除草作業・10月の稲刈り・12
月の餅つきと、一年を通して計画しています。
　管内、樋山路地区白土集落の圃場に到着した子ども達は、生産者から田植えのコツを教わ
り、いざ田んぼの中へ。初めて入る子ども達は「水が冷たい」「足が抜けない」「ヌルヌル
する」と泥の感触に歓声をあげていました。
　田んぼの両端で生産者が田植え紐をひっぱり、その紐にそって一列に並び、印が付いてい
る所に苗をしっかりと植え込んでいきました。
　田植え後の昼食は、牛乳工場に移動して黒毛和牛・耶馬溪黒豚・おおいた冠地どり肉や新
鮮な野菜でバーベキューを生産者と一緒に楽しみました。
　「皆さんが今日植えた苗の１株がお茶碗１杯分のご飯になります。秋の稲刈りにもぜひ参
加して歴史ある稲作文化を体験してほしい。」、「日本ではパンや麺類を主食とする食事が
増え、お米の消費量は年々減っているが、美味しいご飯をたくさん食べてお米を好きになっ
てほしい。」と生産者は話していました。

みんなで「田植えがんばったゾォー!!」

「
次
世
代
へ
の
保
障
提
供
を
強
化
」

共
済
・
ギ
フ
ト
推
進
大
会
で
職
員
が
決
起

　

6
月
11
日
、
「
２
０
１
９
年
度 

共
済
・
ギ
フ
ト
推
進
大
会
」
を
開
き

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
矢
﨑
組
合
長
が
「
組

合
員
の
生
命
・
財
産
を
守
る
大
切
な

保
障
と
し
て
、
共
済
推
進
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
玉
麻
共
済
課
長
よ
り
、
「
昨

年
度
は
地
域
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ

Ａ
共
済
の
存
在
価
値
を
高
め
る
3
ヵ

年
の
最
終
年
度
と
し
て
、
農
家
・
組

合
員
・
利
用
者
に
対
し
て
保
障
を
点

検
す
る
推
進
活
動
を
展
開
、
今
年
度

は
地
域
特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
と

次
世
代
へ
の
保
障
提
供
の
強
化
を
重

点
に
推
進
活
動
を
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
食
肉
中
島
主
任
の
「
頑
張

ろ
う
三
唱
」
で
全
職
員
気
勢
を
上
げ

ま
し
た
。

　

組
合
員

の
安
心
・

安
全
を
守

る
た
め
、

「
ひ
と
・

い
え
・
く

る
ま
の
総

合
保
障
」

で
、
今
年

度
も
「
安

心
」
「
満

足
」
を
ご

提
供
い
た

し
ま
す
の

で
宜
し
く

お
願
い
致

し
ま
す
。

目標達成にむけて「がんばろう!!」



⑤

　「みんなで七夕の笹飾りを作ってお願いごとをし
よう」イベントを行います。
　７月４日（木）からふれあいの店に笹を用意しま
す。
　ご来店いただいたお客さまに短冊をお渡しします
ので、願い事を書いて笹に飾っていただくイベント
です。
　7月７日（日）には、「アサガオの種」をご来店
のお客様にプレゼントします。（先着限定）
　これからの季節にグリーンカーテンをしてみては
いかがでしょうか？皆さまのご来店をお待ちしてい
ます。

　ふれあいの店では、夏ギフト商品
やお盆の返礼品･盛り籠･提灯等の取
り扱いも行っています。　
　お気軽に店員にご相談ください。

購買ふれあいの店　
直通電話：0979-56-2225　
営業時間：平日　８：30～18：30　
　　　　　土・日・祝日　８：30～17：00
月曜日：牛乳の日　火曜日：冠地どりの日　
水曜日：お豆腐の日　木曜日：お魚の日
毎日お得な商品を販売しています。

購買ふれあいの店

７月７日の「七夕」企画として

　ご来店いただいたお客様に「ガザニア」のポット
苗をプレゼントしました。
　お花を手にしたお父さんも「にっこり」笑

・

顔
・

で
・

こ
・

た
・

え
・

て
・

いただきました。
　お花を眺めていると穏やかな気持ちになりますね。
　お父さんにはこれからも元気にがんばってもらい
ましょう!!
※ガザニアの花言葉：「あなたを誇りに思う」
（勲章のような花姿に由来）、「笑顔で答える」
（見ている人に元気を与えてくれる花色にちなみ）

６月16日（日）「父の日」企画では、

７月
イベント情報!!



⑥



⑦



⑧

農協特約・末廣石油店の継続経営が決定
　集落常会等を通じて組合員の皆様へご案内していました農協特約・末廣石油店の閉鎖若
しくは経営継続の件について、下郷唯一の給油所存続を目的に一定の支援を行う事が4月理
事会で決定、農協の支援決定を受け末廣石油店では厳しいながらも引き続き経営を継続す
ることとなりました。
　組合員の皆様には引き続きのご利用と、下郷地域の給油所として存続できる様、一層の
ご理解・ご協力をお願いします。

①下郷農協の組合員は通常価格より、例えばレギュラー１ℓ当り約４円安。
②信連下郷出張所に開設の貯金口座からのお支払いでも現金価格と同額。
　（一般に掛け売りは、現金価格より数円高くなることがありますが･･･）
③貯金口座から支払いの場合、ご利用日から最大で約40日後の引き落とし。
④わざわざ遠くの給油店に燃料を使って行くより、地元はその分がお得etc。

・油類価格の一例〈１ℓ当たり税込価格〉
　　　　　　　（組合員価格）　　　　（一般価格）　
・レギュラー　：　１４１円　　　　　　１４５円　　　
・軽油　　　　：　１２１円　　　　　　１２５円
・灯油　　　　：　　９６円　　　　　　　９９円
・配達料：100ℓ以上 ５円／ℓ、100ℓ以下 10円／ℓ
㊟価格は６月20日現在、他の油種価格は農協購買掲示板をご確認頂くか下記へお問合
せ下さい。
末廣石油店 下郷出張所 ℡56-2496

・通常の営業時間　７：00～18：00（日・祝日は休み）

＊下郷農協としても組合員の要望に応え、末廣石油店が経営継続できるよう積極的な
利用を進めています。また、下郷農協組合員加入や貯金口座引き落とし申請等は、
下郷農協（管理部）℡56-2222までお問合せ下さい。

こんなにお得な末廣石油店

７
月
集
落
常
会
開
催
中
止
に
つ
い
て

　

年
３
回
（
７
、
10
、
３
月
）
の
常

会
の
う
ち
、
７
月
度
は
６
月
下
旬
の

組
合
員
全
戸
訪
問
や
６
月
末
の
通
常

総
会
開
催
等
、
諸
般
の
状
況
を
踏
ま

え
開
催
を
中
止
さ
せ
て
頂
く
事
と
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
職
員
が
各
事
業
推
進
の
全

戸
訪
問
等
で
組
合
員
宅
に
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
や
農
協
事
業
運

営
等
を
通
じ
て
、
農
協
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
等
を
お
伺
い
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

７月21日㈰午前11:00～午後２:00まで
町内鎌城台地の麦畑あとで、大地の恵
みに感謝して交流会が開催されます。
お問合せ：090-4483-0632

（麦部会・松本まで）



理事会だより
　  ５月29日、第２回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせします。

報告事項：①監事決算監査結果概要について
　　　　　②信連への減資申込み結果について
　　　　　③末廣石油店の経営継続について
　　　　　④その他
第一号議案：４月決算承認の件について
第二号議案：2019年度購買手数料の設定について
第三号議案：2019年度販売手数料の設定について
第四号議案：「組織・事業再編検討委員会」への不参加について
その他

・報告事項の監事決算監査結果概要については、2019年５月14.15.17日の３日間、2018年度決算に係る監
事監査が行われ、農家・組合員の営農全般、農協内部統制等についての指摘や、決算修正に伴い税引前
当期利益金を6,193千円で計上する内容が報告されました。
　末廣石油店の経営継続については、2019年４月定例理事会での支援決定を受け、同店へ支援内容等を報
告し同店社長より「経営を継続する」旨の返答を受けたことが報告されました。
・第一号議案の４月決算承認の件については、事業利益△2,022千円の計画に対し△1,024千円でマイナ
スながら998千円の達成となりました。事業利益は計画対比で収益部門のうち牛乳609千円・食肉450千
円・購買445千円・葬儀342千円等が達成、共済300千円・貸付257千円・販売156千円等が未達成となり
ました。
・第四号議案の「組織・事業再編検討委員会」への不参加については、４月22日開催の組合代表者会議に
おいて、「将来の経営環境を見越し、組織・事業の再編成を視野に入れた中で大分県下農協等における
具体的課題について研究する事を目的」に組織・事業再編検討委員会設置を決定、各JAに対し参加・
不参加の報告を求められたため、当農協は合併を前提とした委員会へは「不参加」で対応する旨の提案
を理事会付議し承認を受けました。
・その他の事項では、昨今の各集落常会開催状況や組合員意見等をふまえ、一斉集落常会年３回
（７.10.３月）開催のうち、７月を中止して年２回開催とする事が確認されました。

⑨

読者からのメッセージをご紹介
日本の農業が潰されようとしている今、下郷農協の存在は励みですし、支えです。「農協が農協の
ために働くことが無いように」うれしいです。（久留米市　Ｓ様）

毎週「野菜セット」を注文しています。旬の野菜が何が届くか楽しみにしています。野菜によって
は、調理方法がわからないものもあるので、簡単に紹介して下さるとうれしいです。　

（北九州市小倉南区　Ｎ様）

いつも安全なものを食べさせていただきありがとうございます。　（久留米市　Ｎ様）

農作業事故が多いのに驚きました。ちょうど夫が庭仕事で脚立にのって作業していましたのであわ
ててヘルメットを被るよう言いました。特性を知って注意・対策をすることで少しでもふせげる事
故は防いでほしいです。　（北九州市若松区　Ｈ様）

産地交流会の「しいたけ狩り」に参加しました。生産者さんのあたたかさを知りました。参加して
知ることが沢山ありますね。　（北九州市門司区　Ｓ様）
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

大
丈
夫
だ
か
ら
、
―
―
に
乗
っ
た
つ
も
り

で
待
っ
て
て
ね

４　

ブ
ー
ブ
ー
と
鳴
き
ま
す

６　

高
校
の
公
民
の
教
科
の
一
つ

７　

新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
ん
で
汚
れ
た
空
気

を
追
い
出
す
こ
と

８　

お
好
み
焼
き
に
た
く
さ
ん
入
れ
る
葉
野
菜

10　

彼
と
は
同
じ
釜
の
―
―
を
食
っ
た
仲
だ

12　

肩
と
手
首
の
間

14　

酸
と
混
ぜ
る
と
中
和
反
応
が
起
き
ま
す

17　

米
国
の
50
番
目
の
州
。
南
の
島
で
す

18　

焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
肝
臓
の
こ
と

20　

由
緒
あ
る
神
宮
や
夫
婦
岩
で
知
ら
れ
る
三

重
県
の
市

21　

一
番
良
い
物
は
ベ
ス
ト
、
一
番
悪
い
物
は

ヨコのカギ
１　七夕に彦星と会います
２　オフの反対語
３　スズでめっきした鉄板。一斗缶やバケツな
どに用いられます

４　手紙のやりとりで交流すること
５　ナイアガラ川にあるものが有名
７　時計を掛けたり絵を飾ったり
９　京都市で行われる祇園祭は――神社の祭礼
です

11　高倉健主演の映画『――の黄色いハンカ
チ』

13　百貨店ともいいます
15　――は友を呼ぶ
16　何人かでバトンをつなぐ競走
17　息を吸うと膨らむ臓器
19　観光、夜行、２階建てといえば

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「アマガエル」
当選者

大分市　後藤　キヨ子 様

先月号のこたえ

先月号のこたえ　④＋⑤＝９
当選者

久留米市　西山　尚代 様

⑩

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!


